
対中国侵略戦争の実態と歴史認識の不在性をめぐって
～近現代史の検証から現代政治の本質を読み取るために～ 朧
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嘲 と続く戦争の融 =釧 照 郎め →日清戦争御鍋
       豪ッ Fm争(1918-251→山東出兵 ((1927-281=罰卸惟翅医(1931)⇒ 月中全曰

のイジク雄 物のり

蒜羅麗評霧鍔議糧勝議無詩亀麟離鰍鞣雷5鑢鷺響黎亀::L鷲斯謀臥塗:霧
成    :
②日露戦争 (中明 帥 、第一次世界大戦 (遼東半島)なども主戦場は中国及び朝鮮半島であったことから、戦争相手国と戦場は中
国と朝鮮であり、対中国戦争の延長として対英米蘭戦争が生起したことを考えれば、戦前国家の戦争とは「日中戦争」(1874-1945)で
あった。しかし、その歴史語調ヽ ブジア太平洋戦争を「対米戦争J雌 、「太平洋戦争Jの用語で)と矮ィlVヒされていったこと。
まさに 日`経 史議 同厳k力 難ヽ立してャヽく
r日米安保体制とは日米歴史認識同盟を根底に据えた体制であり、
なってしヽるのではないか
‐戦保守政治を支えてきた歴史認識        ・靖国Fpu・ 従

―

等歴史修正主義・歴史否定主義として詢

2)戦争名称に示された歴史把握の誤り 1｀先の臨 とは、職 る幹 を言うのか
0近代日本の政治と戦争は、殆どの場合対中国問題であった=日米歴史認識同盟によって担保された、先の戦争をアメリカは「太平
沖戦争」と集約させたがゅぇに、納 学界が到達した「アジア太平瀞戦争J(日中15年戦争+対英米蘭戦争)論への関いが深ま
らず。また、「アジア太平静壽判 を「アカ ・太平洋戦争」とする表記が依然として幅を利かしている現実
け二つの戦争を・で同格扱いとするの国聞自へ 単に戦湯域の違いに留まらず、日中戦争の延長として対英米蘭戦争が生起したとい
う意味で、対アジア戦争 (対中国戦争)の位置について十分な把握が出来ていないのではない力平

3)帝国と立憲の抗争の時代を教訓イヒする :翻 デモクラシく蝙助解き
0中国と立憲の抗争の時代=その経緯を読み解き、何故立憲が最後的に敗北したのかの議副を引き出すことが重要 (坂野前掲書=日
本の近代の戦争は対中国戦争が主であった、ことを醐
Ⅲ立憲化の指標 :「立憲政体樹立の詔勅」(187め 国会開設運動 (1880年代)、 第一次憲政擁護運動(1913)男子普通戦場成立(1925)二大敏境詢爬沖ば1925-3の 機 動 の睡  (1936■つ
0「「立憲」化が進んだ時には「帝国」化が後退する、とぃう事実・・・約 60年間の日本近代史をこの両者の関係に紋って検討した
結果、「立憲」化の盛んな時には、「帝国」化が抑えられていたことは確かです。」
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霧鶴糧転ポ
罐蛾体を分析し、帝獣翻凛獣ぽ節駆獣鯨ξi舞覇焉 勤器睡渕

1明治大学特籐劉亀 政治学博ム 元山口大学副序長・理事、東亜歴史文化学会会長、植民地文化学会副代亀2祟
欄1畷蹴製:艦期蘊 、

個曜日』ヽ■47201印輛贅日のを
たのキム「アジア太平洋戦争J(由井正臣編『近代日本の軌跡5

吉川弘文館、1995)であった3        
『帝国と立憲一 日中戦争はなぜ妨げなかったの力』 (筑摩書房、2C117年刊、8]動。
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1)中国倒略の背景
‐市場と資源の収奪対象地域=日本資本主義の利益構造を担保する貿易相手国であり、最後的には市場と資源の収奪対象地域と言う

意味で経済的要因が第一→日本人の対中国認識が近代日本成立以来、連綿と続いた歪な中国認識が根底に存在したこと
r昭和天皇の発言 :「日本は支那をみくびりたり、早く戦争を止めて、十年ばかり国力の充実を図るが尤も懸命なるべき」4、 「自分は
支那事変はやり度くなかった。それはソカエM｀こわいからである。ユつ、自分の得て居る情報でよ、始めれば支那は容易のことでま行かね。満州事

変の時のよ引■ま行かね」5

0日中全面戦争開始後、 3年余にして勝敗の帰趨を予測。対ソ連戦争に向け資源確保地あるいはソ連攻撃の軍事拠点としての中国を

制圧する計画が破綻した状況に落胆→中国戦線での局面打開の方策として対英米蘭戦に踏み切る→日中戦争の延長としての対英米戦

という位置づけが重要ではないか

2)なぜヽ日本民衆は日中戦争を支持したのか

司映画謡論家の佐藤忠男(1930年生まわ の回想=「大束亜共栄圏とは、日本の主導の下でアジアがひとつの経済プロックとし
てまとまって、その城内の貿易だけで繁栄してゆけるようにしよう、という考えた方です。…・資源も少なく人口の多すぎる」

この国としては、その大東亜共栄圏というのがないと移民も寒い満州ぐらいにしか出来ないから、南方進出も羹要だろうな。

そうか、そのためにはやっばり、アメリカ、イギリスとは戦わなければならないのか。そんな気分が、日中戦争の泥沼化して

いつ終るとも分からなくなってきた頃から徐々にたちこめはじめていたのです。」6

け「大東壁翅殺象 というと言葉は綺麗だが、何となく侵略の本音を美しい言葉¶隠している偽善なのではない力、それがいかに空

虚な言葉だと想像じ得ても、そこに理想やある種の期待感を抱いてしまつた当時の空気が強く漂つていたことは間違いなし、それが

現在にも転写されていない力、⇒それが日本の軍事力によつて担保されようとする錯覚を呼び起こしていたとすれば、なおさらであ

る。当時の日本人のなかに、台湾や朝鮮の植民地にそして、開 ‖国」の経営の現実が存在した以上、それは想像以上のものであり、

実像としてあつた
け現在へのallと して :ぃま、その歴史の実像が当時の時代状況と現在の時代状況との、ある種の類似性によつて蘇りつつある感す

らある。それゆえにこそ、アジア論に内在する侵略思想の抽出と解体の論理の必要性を認識し、これをどう構築していくかについて

繰り返し問題としなければならなし、そうでない限り、今日至る所マ噴出している侵略思想や、新たな形態をともなって立ち現れる、

ファシズムあるいは国家主義合の対抗の論理を生み出していくのも困難ではない力、
‐依然として払拭されていない「大国意識」や「帝国蔵詢 が、新国家主義的要素を手んだ国益主義に結びりくとき、かつてのよう

な国防ナショナリズムの色彩を帯びた、あらたな倒略思想に行き着く可能性は多分にあるように思われてならなし、経済発展著しい

中国という、あらたな「大国」を「脅威」とみなし、これへの対抗措置として二型 リカヘの依存を図りながら、再び軍事主義や国

家主義の流れに身を任せようとする、危うい時代となつているのではな壼力、このような時に、歴史を読み返す不断の努力が求めら

れているように思われる。

3)日本人は中国 0中国人をどう捉えていたのか

"日
本人の対中国認識I五蜘 :l純平氏の発言=はくいわれるようこ、対中国戦争はカレカレとはttり、拡大し、つヽ こヽ敗光した。その敗光も、国
民の意識では、米英ソに負けたかもしれぬが、中国には絶対に負けなかったという竃書を失わせはしなかったと思う」7

→中国に対する「敵」意識の不在性を指摘し後進国中国への長年にわたつて培われた蔑視感情あるい1遷朝嵯鐵勧ミ、中国と中国人
への憎しみの感情の前に、中国への憐れみの感情が、「曲 意識すら派生させなかつたのではなぃ力、→「敵」意識の不在性が南京

事件や「二珀孵鋤 傲養尽くす、奪い尽くし、犯し尽ぐり という残虐な事件や作戦を生み出した

0蒋介石の発言 :「 (日本は)は中幸を缶 て晨略した」勢 中国の抗戦能力を完全に見誤つた日本への批判は、現在ま¬続く中国人の対日

感情に連続していると思われる

→日中相互の国民に存在する不信と疑念の感情から解放される方途は何処にあるの力、歴史事実から学び合い、友好増進のための歴

史和解を押し進め、歴史認識を深める過程

…

歴史を共有しようとする精神性が不口J欠ではないか

4)日本は誰に負けたのか
‐E閑‖純平氏の証言=「もし、日本は中国にこそ負けたのであり、中国人陸で負けたからこそ太平洋でも負けたのだということを、

4「/1悌陣改侍従日記 1941年 1月 9日輌 e対断罰畑 2007年 4月亀 崎 。なお、FI 日中戦争と何だつた力」は、本日第‐部のテーマの
一つとなっており、同申こ本日販売のプックレットにも期 していま丸 ご参照願いま丸
5同上「/1準瞬軟侍従日記 1942年 12月 11日 の蜘。
6鵬曇c増り珊国選劇 (平川眠 mo7年、り諌軽躾課圏のまぼろし」の動。
7コ劇 |1純平 同開梱状況における人Fal(「I精神の癌一 日本人と対中国戦争一」、三一割臥 1"3Jつ 。
8膵勤浦日記』(1952年 2月 22日の嗅 スタンフォー彬坪打卿詢。
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事実と実感をもって、全国民的規模で確認していたら、戦後のわれわれの政治・思想運動の状況はいまと非常に違うものになったに

相違ないのである」
9   ´

け日本は中国との戦争に敗北したとする認識を心に刻むことで、侵略戦争の犯罪性を自覚し、二度と倒略戦争にも軍事にも手を染め
ないと誓つた日本国憲法の理念と目標を再確認することが重要な課題→中国をはじめ、アジアとの戦争に敗北しなかった、とLj日
本人の戦後意識や対アジア認識が戦後の日本人の意識に誤わた歴史認識を生み出し、それが今日において中国¨ つ

― な

躍進という状況下で、す層歪化されている
0「中国日敗北した」という歴史事実を頑なに受け入れようとしてこなかったこと|よ 日本と日本人の戦後における対中国認識や対
アジア認識を決定づけている。同時に調 Iルよ 略し、日本は中国にこそ負けたのであり、中国大睦で負けたからこそ太平洋喘 負けたのだとい

うことを、事実と実感をもって、全国民的規模で確熱していたら、戦談のわれわれの政治・尾懇運動の状況はいまと非常に違うものになったに相逹な
いのである」Юとも論じている。
‐「日本は誰に負けたの力」の問いに、「アメリカに負けた」とする璽塵型聾璧■ それ以上に深く間うことを回避してきたこと_ヒ
私たちが歴史力≧ら璽も学ばなかったに等しい行為として見られることになろう。それは歴史を封印する行為という他なし、その封印
を解き、そこに埋もれたままの歴史事実から、あらためて歴史の教訓を引き出す行為のなかで、歴史を活かす努力が求められている。
‐ [日本は中国に敗北し、アメリカに降伏し角 鰤 の動 :戦後日本は「アメリカヤ胡燿L」 したと総括Ц そのアメリカか
ら先の戦争を「太平申戦争」と呼称することを命ぜられた。そこでは中国― とするアジアとの戦争 (=対アジア侵略戦勢 の歴
史事実が歴史認識として希薄化・忘却化されていつた。そこから戦後日本は二度と敗戦の憂き目に遭遇しないために、世界最強の軍
事国家アメリカに従属する道を選んだ (あるいは選ばされた)
‐中国本土に展開した日本軍兵力製 1=

に941年開昭・中国本土ヤ導開された日本陸軍は約 138万人悩時の       65%)・ 日フM軽我置島繊婉約 56万 5000

人 (全兵力数の27%)・ 南方地域には約 15万 5000人 (同 7%)

に943年段唱。中日本土l球霧 された日本陸軍曲 128万人 悩時        44%)l1944年 段昭・中国な蟄こ塀親され
た日本陸軍は約126万人 (当時の陸軍動員総兵力数の31%)・

南方地域には約 163万 5000人 (同 40%)

に945年段昭・中国本土ヤ胡翻言された日本陸軍1齢 1ヽ98万人 悩時の陸駒辮黎響功数の31%)。南方地域には約164万 5000人 (同

26%)
‐年を経るごとに日本陸渾総兵力数が増大しているので、数が増えても比率が下がる結果となる。重要なことIよ 1944年段階で中国
戦線と軸 ど製しげ力数笏嶽勲 起ヽきるが、1945年には中帥 溝訪戦線より34万人も多いこと
0すなわち、日本は長期戦となった中国戦線で戦力及び国力の消耗を強いられ、それを弱体化していつたこと。最後的にはアメリカ
軍の戦力及び原爆投下によつて最終的剤敗北を結果するが、その敗北を要因は中国戦線で形成・蓄積された歴史事実を踏まえる必要
がある

5)中国戦線に投入した莫大な軍事費が日本を疲弊させた歴史事実
‐1931年の時 費と徴兵費=合計は4億 6129万 8000円 (国家予算14億 7687万 5000円の31.20/Ol・ 1937年には32億 7793万
7000円 に家奪 の69.2%)・ 1941年には125億 342万 4000円 値隊諄 の75.70/092
け1941争Ч945年までに中国戦線に投入された軍事難観額|よ 415億 4100万円 (同期間に占める軍事費支出の57%)、 その一方で南
方戦線での合計|よ 184億2600万円 (同 25%)であつた⇒軍事費支出の面からみても、対中国戦争に事実上の対米戦争であつた南方
戦線に投入された軍事費の二倍強を投入していたことになる。如何に中国戦線の比重が大きかっ卸 功漁れる。
‐アジア太平洋戦争と敗戦の総括の恣意的な誤りが、戦後日本の進路をも歪なものにした。その歪さは平和憲法によつて表面化する
ことを封ぜられてきたが、今日その歪さが憲法改悪論議のなかで露呈する状態に

― 、憲法「nI」 の動きのなかで、この綴蓋が取り外されようとしており、それは同時的に日中戦争を中心とするアジア太平洋

こと‐・それゆえに、現在的な視点に立って、

9コ刺哺出書 帥服状囲串 ける′馬制 (「I榊 の鹿一 日本人と対中国戦争一」)。
Ю同ム
11出蜘よ 第‐復員局編 膠調      刺 働 版 不二出版「15年戦争臓関剣踊、1988年刊)。21蜘よ 対 聯 微 甦 編 降醐 教 劇

-1955り

。
3本日の発言は、線廠厚『「日本は文那をみくびりたり」日中戦争とは何だったの力』 (同軸聞虫 200年刊)をベースにしている。なお、機 、
中国でや嘴中日戦争》0012`颯 商寿印拗 と題して翻訳出版されている。この他にも糊颯ま陶謝漏撻:と歴史測   (スペース伽耶、

""年
、

中国では FTL同題和所史決測 として三聯出版社から2014年に出版)などを出版し、また戦後における日中歴史認識問題については、遼申師範

日中戦争の意味を問い直す必要があるのではない力ψ



1)アジア太平洋戦争の評価と戦後日本の評価の運動性

二尋,3勇懲 甦 茅 灘 為1群霧 蹂 凛 系 轟 響 鰐 難 轟 野 器 確 な∵F膵 研 ァヵ 誂 眸 締 由
義諸国間の戦争である対英米戦争との接合性を重視した視点を強調している。但し、「太平洋戦争」の嚇 ょ 日本敗戦後にGHQの
通達によってそれまでの「大東亜戦争」に代わり、使用が義務づけられたものであり、特に先の戦争が「対米戦争Jであるという矮
ガゾヒを招くことになつた亀
‐ 昨路戦争」として認識する青年層の存在と国内メディアの過剰なまでの侵略戦争否定論 (歴史修正主義・1艶麟酌む蒲お の存在
t

2)アジア太平洋戦争とは植民地獲得戦争ではなかつたか
‐アジア太平洋戦争と最終的には植民地獲得のための戦争=近代日本の戦争自体が植民地獲得戦争(台湾出兵=台湾植民地化の先鞭、
日経 朝鮮半島、日露戦争=中酬 ヒ部(第二次世界大戦=中国東北部・遼東半島進駐t第二次世界大戦=東南アジア・南太平
洋諸島なa
け二つの史料から

①         (1940年 8月 16日 閣議夷むの F― el‐」=「一、南方経済施策ノロ粋 ゞ硼隣咳拠囃吐並二現

…
生成発展ヲ見ツツアルプロック態勢二対応スル国防国家建設ノタメ皇国ヲ中心トスル経済的大東亜圏ノ完成ニアリ」と明確に示した
うえで、その施策の目的はより具体的には「皇国ノ軍事的資源的要求ヲ基礎トン」としているt
② 晴防占領地行政実慶到洵 (1941年 11月 20日、
け日本の戦争目的は、「大東亜共栄圏」あるいは F― Jの建設及び「自存自衛Jに1財導壼力れたが、それは表向きの戦争
目的であり、事実上の戦争目的|よ 「占領地二対シテハ差シ当タリ軍政フ実施シ治安ノ悛復、重要国策資源ノ急速獲得及作戦軍ノ自
活確保■資ス」rと し、ボーキサィト・錫・石油・ゴム・タングステン等重要戦略資源を獲得にあることを明確にしている

3)戦争責任不在性の原因
①アジア太平洋戦争の総経の誤り=日本政府及び国民の多くが、アジア太平洋戦争における日本の敗北原因を英米との兵靖能力や工
業能力の格差に求め、アジア民衆の抵抗運動や反日ナショナリズムが実際上の敗北の原因であったことに無自覚であったこと
C台湾・朝鮮0植民地皮霞費僅の不在性=冷戦構造を背景に台湾では蒋介石による国民党蘭配が長嶋続き、韓国では 1961年 5月 16
日、朴正熙少将のる軍事クーデターから始まる30年近い軍事政権の下で、中 の人々は欲 の政治体制下にあつて、日
本の植民地責任を問う声を事実上封殺され続けたことも背景に

天ヽ皇による天皇のための楓 正木ひろしの証言 :
「実は朕の身の安全のために宣戦し、朕の身の安全のために降伏したと見るできである」お

中
｀
終戦1、 とする読み替えの真意■敗戦の歴史事実を深める意識の希薄性の表れとしての 織 という語りの横行と無

ていないこ ヽ

うではなく、帝国日本によつて死を強要された人 )々
⑤帝国日本の戦争を

｀
聖断11によって浄化=聖断による申 の戦後へのスライドむ日本は戦前も戦後も「鋤 →そ

の上t導 された戦後欺哺的民主主義に潜在す タンの掛け違
えは聖断の読み解きを誤ったこと、憲法9条が天皇制と表裏‐体の関係性のなかで相互補完的な役割にあることの無自覚性

蒻 轟 殿 胃

曖 同̈ 機 枷 払 相互合F境服撻去与晨彗
～
縁司 卿 6年 2月 3聡など中酪

“
この呼称について:よ 縮議厚「アジア太平洋戦範 

『
十五年戦争史3 大平酬酵鋤 青木書店、1990年、収載)を参照されたし、15これに関連してジョン・W・ ダヮーl■、日本人の多くl珈 アジア太平中壽籍中 と認識しているとして、次のように述べている。「いま

のほとんどの日本人もまた、この 15甲戦無ま侵略戦争だったとみとめている。外国メディアがくりかえし、日

…

見解を強調する結果、日
本には戦争にたいする真摯で批判的民衆意識があると想像する余地もなくなってしまうために、このことは日本人以外の人にとってlょ 驚きと思え

璧鰤
政治勢カノ扶植事疑へ」など日本の南方攻略作戦の目的が赤智ンに記されていた。同史料は、国立公文書館所蔵『公文別録87Jゆまに書房、19"
年、259‐265 FDに収載されている。r刻 踊 縣 膨 山メ刊 0要賓 鵬謗 、1鮒亀 526D。
■■木ひろし『近きよリー戦詢期いのたたヵ、ヽの記録一』Cた虻虫 1946年、402頁、昭和21年 1月再刊第1動。
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